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1 はじめに1 はじめに

・不安定な経済，雇用情勢が続くなか，生活保護受給
者数は増加の一途をたどっている。者数は増加の 途をたどっている。

・生活保護業務が増加するなか，業務を適正に遂行活保護業務 増 するな ，業務を適 遂行
するため，業務の合理化，省力化を図る必要に迫ら
れている。

被保護世帯の生活実態把握のうえで重要となる訪→被保護世帯の生活実態把握のうえで重要となる訪
問調査活動及びその記録作成業務について，業務
量を圧縮する取り組みを行 た量を圧縮する取り組みを行った。



2 訪問調査活動の現状2 訪問調査活動の現状
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2 訪問調査活動の現状

◇ 要 因

①新規保護申請処理件数の増加

7件 13件 （ ずれも所内）7件 → 13件 （いずれも所内）

（H21.9） （H22.9）

②被保護世帯総数の増加

訪問調査活動 外 諸業務 電算 力等 が増加→訪問調査活動以外の諸業務（電算入力等）が増加

※① ②については 処理期限があり 訪問調査活※①，②については，処理期限があり，訪問調査活
動に優先されるため，訪問件数が減少する。

③担当ケース数の増加に伴う訪問計画件数そのもの
の増加の増加



２ 訪問調査活動の現状

◇このような現状から，訪問調査については今後
も，月あたり計画件数が増加するものと考えら
れ，訪問計画の達成はさらに難しくなる。

このような状況において 他の業務に支障をき→このような状況において，他の業務に支障をき

たすことなく，計画的に訪問調査活動を遂行する
ためには，訪問調査活動に係る煩雑な業務を省
力化，圧縮する取り組みが重要である。



３ 省力化に向けた取り組み

◇ケース訪問時 電子記◇ケ ス訪問時，電子記
録端末（写真１）を携
行行。

◇訪問先での面接及び◇訪問先での面接及び
面接直後の訪問記録
作成に電子記録端末を作成に電子記録端末を
使用する。

写真１ 使用機材

◇電子記録端末の活用 ・使用機材の仕様
ポ

写真１ 使用機材

により訪問調査活動業
務の省力化を図る。

品名：POMERA（ポメラ）
製造：KING JIM
実売価格：2万円弱



４ 具体的用法

①初回訪問前（事務所にて）

◇事前に電子記録端末内にテキスト形式にて全◇事前に電子記録端末内にテキスト形式にて全
ケース共通のフォーマット（図１）を作成し，ファイル
保存しておく保存しておく。

◇訪問当日 共通フ マ トのフ イルを ピ◇訪問当日，共通フォーマットのファイルをコピー
し，当日訪問予定の世帯ごとファイルを作成する
（図２）。

◇訪問予定の世帯に関し，ケースファイル中の処遇
方針，特記事項，従前の訪問記録等を確認し，当
該世帯のファイルを編集（図３），以って各世帯ごと
のフォーマットとする。のフォ マットとする。



図１ ケ ス記録共通フォ マット

4 具体的用法

図１：ケース記録共通フォーマット



4 具体的用法

図２



4 具体的用法

図３：訪問予定者聞き取り予定項目（各世帯ごとフォーマット）



４ 具体的用法

①初回訪問前（事務所にて）

◇各世帯ごとのフォーマット（図３）作成には概ね５分
を要するを要する。

◇個 情報保護 観点から 世帯ごと◇個人情報保護の観点から，世帯ごとのフォーマッ
トの作成にあたっては，ファイル名を全てケース番
号にて表記する。

文書中においても世帯員及び扶養義務者情報に文書中においても世帯員及び扶養義務者情報に
ついて個人名を避け，すべて続柄で表記する。



４ 具体的用法

②面接時（公用車内，ケース宅にて）

◇事前作成しておいた当該世帯のフォーマット（図３）
を電子記録端末にて開き 面接調査時に確認すべきを電子記録端末にて開き，面接調査時に確認すべき
事項を再確認する。

◇面接中はフォーマット（図３）により確認した事項を
ベースにポイントを押さえた面接に努める。



４ 具体的用法４ 具体的用法

③ 面接後（公用車内，昼食時など）

◇面接直後もしくは昼
食休憩時，面接にて
確認した事項を当該確認した事項を当該
世帯のフォーマット
（図３）に入力する（図３）に入力する。

◇簡単な編集を加え◇簡単な編集を加え，
以って訪問記録とす
る（ ）る（図４）。

写真２ 公用車内で入力する様子



4 具体的用法

図４：聞き取り内容の入力後



④ 帰庁後（事務所にて）④ 帰庁後（事務所にて）

◇事務所にて電子記
録端末をＰＣに接続録 接続
し，訪問記録用紙に
出力 そのまま訪問出力，そのまま訪問
記録とする。

写真３ データの移し替えの様子



⑤次回以降訪問時⑤次回以降訪問時

◇次回以降訪問時，電子記録端末を携行し，当該世
帯の過去の訪問記録を端末にて確認し 面接に臨帯の過去の訪問記録を端末にて確認し，面接に臨
む。（図５）

◇面接後，前回訪問記録をベースに，前回からの変
更点 今回新たに得た情報について 端末に入力更点，今回新たに得た情報について，端末に入力，
簡単に編集し，以って今回分の訪問記録とする。

◇コピー＆ペースト機能を利用し，入力作業を最小
限とし 作業の省力化を図る限とし，作業の省力化を図る。



４ 具体的用法

図５ 過去の訪問記録 覧図５：過去の訪問記録一覧



５ 検証結果

実地の効果は，以下の項目で検証した。

５ 検証結果

①訪問記録作成業務の省力化 訪問調査活動の効①訪問記録作成業務の省力化，訪問調査活動の効
率化

②訪問活動の充実

③記憶の欠落の克服③記憶の欠落の克服



①訪問記録作成業務の省力化，訪問調査活動の効率化①訪 録 訪

●従前の手法によると 所内での訪問記録作成 用●従前の手法によると，所内での訪問記録作成，用
紙への出力まで概ね約１５分を要していた。

●電子記録端末を用 た場合 訪問先 約 分程●電子記録端末を用いた場合，訪問先にて約５分程
度で訪問記録を作成可能。事務所での浄書，出力
についても５分弱程度で作業可能。

→事務所での作業時間を大幅に短縮

成 年 実績 件分 る 従前事務所■平成２２年９月実績（40件分）で見ると，従前事務所

内にて１０時間程度を要していた作業を３時間程度
で完了。訪問先での作業時間を加味しても，従前と
比して３時間以上の作業時間短縮となる。比して３時間以上の作業時間短縮となる。



５ 検証結果

①訪問記録作成業務の省力化 訪問調査活動の効率化

業務の省力化により 計画的な訪問活動を実施

①訪問記録作成業務の省力化，訪問調査活動の効率化

→業務の省力化により，計画的な訪問活動を実施

■電子記録端末活用により訪問調査件数の増加録

27件 → 40件
（H21 9） （H22 9）（H21.9） （H22.9）

約1.5倍

（註）訪問時不在件数を含まず，平成22年度から配置された就

労支援員による訪問件数を除くもの （担当ワ カ が面接労支援員による訪問件数を除くもの。（担当ワーカーが面接
を行ったもののみ）



②訪問調査活動の充実②訪問調査活動の充実

●面接直前に電子記録端末にて当該世帯のフォー
マット及び過去の訪問記録を確認可能。

→面接時，要確認事項の遺漏防止

→面接時，相手方とのコミュニケーション向上



③記憶の欠落の克服③記憶の欠落の克服

●訪問直後，面接時の記憶が鮮明なうちに電子記録
端末にて訪問記録の作成が可能端末にて訪問記録の作成が可能。

→訪問記録の正確性向上

※従前手法の問題点として，新規申請処理，電算処理が立て
込んでおり 訪問記録の作成は後回しになり 時間の経過（込んでおり，訪問記録の作成は後回しになり，時間の経過（
1週間以上）とともに記憶が欠落し，曖昧な訪問記録となるこ
とがあったとがあった。



６ 今後の課題６ 今後の課題

▲今回使用の電子記録端末はキーボードが小さく 入▲今回使用の電子記録端末はキ ボ ドが小さく，入
力時に違和感があった。

→ノート型ＰＣの携行による利便性の向上。

▲今回使用の端末は通信機能を欠き 必要情報にア▲今回使用の端末は通信機能を欠き，必要情報にア
クセス不能であった。

→携行端末からのインターネット接続による利便性
の向上の向上。



７ 総括総括

●電子記録端末の利用により，訪問調査活動，特に
訪問記録作成業務に係る作業時間を大幅に圧縮す
ることが可能である点検証できた。ることが可能である点検証できた。

●持ち出しが制限されるケース記録記載情報につい●持ち出しが制限されるケ ス記録記載情報に い
て，電子記録端末に入力のうえ携行し，訪問調査に
活かすことができた点業務の効率化に寄与した活かすことができた点業務の効率化に寄与した。

●今回の取り組みは 訪問調査活動に係る煩雑な業●今回の取り組みは，訪問調査活動に係る煩雑な業
務の一部を省力化したに過ぎないが，今後，生活保
護の新規申請に係る調査や他の訪問を伴う調査活護の新規申請に係る調査や他の訪問を伴う調査活
動に応用可能と思われ，さらなる業務省力化の可
能性を秘めている能性を秘めている。


